
女子学生の比率の変化
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本学第一部１６学部全体の女子学生の比率は３１.９％に対し，回収サンプルでは若干高め。
女子学生比率は３０年前に２０％前半で２１年前から３０％台。以降漸進的に増加。

本学の16学部全体（第一部のみ）の女子学生比率は31.9％です（平成30年５月現在の第一部在

籍者）。回収サンプルの女子学生比率は35.0％となっており，女子学生の方が調査協力率がやや

高かったことがわかりますが，分析上支障のない範囲の偏りと考えられます。１６７８９０１２

学部別に女子学生比率を見ると，芸術学部が67.3％（在籍者での比率は64.3％），薬学部が

58.7％（同55.3％）で高く，工学部で8.2％（同9.3％），理工学部で15.4％（同15.4％），生産

工学部で17.7％（同16.5％）と工学系学部で低くなっています。１２8888888888888888888888888

調査結果の経年変化を見ると，第１回調査が行われた昭和63年度（30年前）の女子学生の比率

は23.2％でしたが，９年後の平成９年度から30％を超え，僅かな増減を繰り返しながら漸進的に

増加傾向を示しています。１２３４５６７88888888888888888888888888888888888８９０１２３４

５ ６ ７ ８ ９ ０

Ⅱ．調査の結果

第１章 日本大学学生の基本特性

1.性別
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図１-１ 性別（平成30年度全体・学部別・経年変化）
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学部により入学状況は異なるが，全体では推薦入試が44％と最も比率が高い。
一般入試による入学者の比率は減少傾向が続き，入学形態は益々多様化へ。

本学への入学状況を見ると，一般入試は37.9％にとどまっており，推薦入試が44.0％で最も

比率が高くなっています。平成４年度から採用されたセンター試験利用入試が8.4％，平成13年

度から実施されているＡＯ入試は6.4％となっています。１４５６５６７８９０１２３４８８９

一般入試入学の比率は医学部で84.4％と非常に高く，推薦入試は法学部第一部・経済学部・

理工学部・薬学部で50％台，ＡＯ入試は松戸歯学部・芸術学部で20％台で相対的に高いといっ

た特徴が見られます。１２３４５６７８９０１２３４５６１２３４５６７８９０１２３４

経年変化を見ると，一般入試による入学者の比率が減少する傾向が続いています。また，推

薦入試は，６年前から一般入試を上回っており，３年前より2.6ﾎﾟｲﾝﾄ増加しています。888888

１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６

2.入学状況

4

図１-２ 現在の学部入学のために受けた入試（平成30年度全体・学部別・経年変化）



　　　　　　他私立大の付属高校

　　　　国・公立高校 　　　　　　　日大付属高校 　　　　　　　　私立高校　      その他

（注）「その他」は，高卒認定合格，外国所在の学校，大学・短大・高専卒業，その他。
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国･公立高校出身が4１％，次いで日大付属高校出身２７％，私立高校出身２５％。
工学部は国･公立出身が６割，医学部・歯学部は私立高校出身が過半数。

国･公立高校比率は３年前より若干減少，私立高校は平成６年度から漸増傾向。

本学学生の出身高校等を見ると，国･公立が40.9％で比率が最も高く，次いで日大付属高校が

26.6％，私立高校が24.6％となっています。１２３４1234656123456123５６７８９０

工学部は国･公立高校出身が62.1％を占めており，医学部と歯学部では私立高校（日大付属以

外）出身が過半数，法学部第一部・経済学部・薬学部は日大付属高校出身の割合が最も高くなっ

ています（40％前後）。２３４５６７88８９1234561234０１２３４５６７８９０１２

経年変化を見ると，国･公立高校出身者は平成12年度から横這い傾向でしたが今年度は３年前

より2.1ﾎﾟｲﾝﾄ減少，日大付属高校出身者は平成12年度までは30％台でしたが平成15年度以降20％

台後半で推移，私立高校出身は平成６年度以降概して漸増傾向が続いています。１２３４５６７

８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

3.出身高校等
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図１-３ 出身高校等（平成30年度全体・学部別・経年変化）



　　　　食事つきの下宿・貸間・学生ハイツ等 　親戚・知人宅
　　　　　自宅　　 　　　アパート・マンション　学生寮  その他

　　　　　　　※学生寮…日本大学の学生寮
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無回答

自宅通学者の比率は60.0％。
本学の経済支援策としての新しい学生寮運用などにより学生の住環境に変化。

住居形態について全体で見ると，自宅が60.0％を占めています。自宅以外では，アパート・マ

ンションが30.8％と最も比率が高く，日本大学の学生寮が3.9％，食事つきの下宿・貸間・学生ハ

イツ等が3.2％，親戚・知人宅が1.4％となっています。888888888888888888888888888888888888

自宅通学者の比率を見ると，キャンパスが都心にある法学部と理工学部は70％を超え高くなっ

ていますが，福島県郡山市にある工学部で32.8％，千葉県松戸市にある松戸歯学部で38.7％，静

岡県三島市にある国際関係学部で40.2％と低く，学部により学生の住環境に大きな差があること

がわかります。 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

また，本学では「創立130周年記念事業」の一環として，学生に対する経済支援を拡充するため

学生寮の建設を推進し，平成26年度から新しい寮の運用を開始していますが，本学の学生寮居住

者は平成27年度で3.0％，平成30年度は3.9％と着実に増加しています。平成28年度に創設された

２学部を見ると，スポーツ科学部では26.3％の学生が学生寮を利用，危機管理学部でも10.2％と

学生寮の利用が進んでいるようです。６ 8888888888888888888888888888888888

１ ２ ３ ４

4.住居形態
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図１-４ 住居形態（平成30年度全体・学部別・経年変化）
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通学時間の中央値は50.7分。文理学部の６２.７分から工学部の1１.5分まで学部間に差。
商学部では３年前より８分短縮。

本学学生の通学時間は「15分以内」が19.6％，「16～30分」が12.7％，「31～60分」が26.2％と

なっており，30分以内が32.3％，１時間以内が58.5％となりますが，１時間半を超える学生も18.2％

います。本学学生全体の通学時間の中央値を求めると50.7分となります。

通学時間の中央値は，学部によりバラつきが大きく，文理学部（62.7分）・危機管理学部（62.1

分）・商学部（61.2分）では１時間を超えていますが，工学部（11.5分)・国際関係学部（24.2分)・

松戸歯学部（24.8分)・医学部（27.3分）・歯学部（29.8分）では30分以内と短くなっています。学

部ごとに，通学時間の中央値と自宅通学率の関係を見ると，自宅通学率が高い学部ほど通学時間が長

いという傾向が顕著に表れています。両者の相関係数は0.870と非常に高い数値となっています。

さらに，平成27年度からの変化を見ると，商学部では自宅通学者の比率が6.3ﾎﾟｲﾝﾄ減少し通学時間

が69.2分から61.2分と８分短縮されている点に注目できます。

5.通学時間
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図１-５ 平均通学時間と自宅通学者の比率の相関図（平成30年度全体・学部別）


